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７月２日（日）、第２３回子吉川フェアが、ボートプラザアクアパルを会場に開催されました.。当日は猛暑日となり、とても暑い一日で

した。アクアパルでは、川柳コンクール（優秀作品の表彰式）や劇団クスクスによる演劇、魚のつかみ取りなどが催され、友水公園

では、パトカー・白バイの乗車体験、地震体験車、親子船上観察や水辺健康マラソンなど盛りだくさんのイベントが行われ、多くの市

民で賑わいました。 

市内８校、１３６８作品の応募がありました。たくさんのご応募

ありがとうございました。 
最優秀作品  『子吉川 土手のばっけが 雪に映え』 
鳥海中学校 豊島 彩花 さんの作品です。 

毎年、子どもたちに大人気の魚のつかみ取り大会です。子供

も大人も水しぶきを上げて魚を追いかけ、捕まえると満面の笑

顔を見せてくれました。暑かったせいか、肩まで水につかって

いる子供もいました(笑)。 皆さん美味しく召し上がったでしょう

か。 

多目的ホールでは、環境エネルギーと貝殻細

工体験が行われました。家庭で使われるエネ

ルギーや地球温暖化について学んだり、松

ぼっくりやボタン・小石など、さまざまな材料を

使って、みなさんそれぞれ思い思いの工作を

作って楽しみました。                                                                      

その他のイベントとして、親子 
船上観察、水辺健康マラソン、 
警察・消防ふれあい広場、水質 
調査体験コーナー、鳥海ダム 
関連の写真展示、お楽しみ 
抽選会等が行われました。 

７月２日（日）、子吉川フェアと同時開催された、第２９回いかだ下り

大会に、今年は８艘（約５０名）が参加してくださいました。由利本荘

市宮内船場（左岸）～飛鳥大橋（左岸上流広場）約５㎞を、今年も趣

向を凝らしたいろんなデザインのいかだたちが鳥海山を背にのんび

りと子吉川を下りました。 
当日は好天に恵まれ、海からの向かい風も弱く、どのいかだたちも

スムーズに流れに乗って、全チーム無事にゴールいたしました。 
最優秀賞は由利建友丸の皆様が受賞いたしました。 
（右の写真のいかだです                 ） 
来年はどんなデザインのいかだが見れるか楽しみですね♪ 

 ７月４日（水）、石脇西保育園の園児のみなさんが、七夕の飾り

を持ってきてくれました。 
 この日は、あいにくのお天気で雨が降ってしまいましたが、みん

なでおそろいのカッパを着て、笑顔で元気いっぱいのあいさつを

してくれました。とても可愛らしかったです(*^_^*) 
 みんなが一生懸命作ってくれた竹飾り、さっそく今年も職員一

同、短冊にお願い事を書かせていただきました。 
   みんなは、どんな事を短冊に書いたのでしょうか。 
お願い事、叶うといいですね(*^_^*) 
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◎ご意見・問い合わせ先   子吉川出張所  『せせらぎ通信』担当     
由利本荘市石脇字田尻２９     電話 ０１８４－２２－６３６０   

ホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/akita/   

【秋田道川情報STATION⇒（上部タグ）事務所⇒出張所ホームページ⇒子吉川出張所】 

【川の防災情報】URL 

◇パソコンから→http://www.river.go.jp/ 
◇ 携帯電話から→http://i.river.go.jp/ 

 ７月１２日（木）、出張所長が"はかせ"、職員が"助手"に扮し、尾崎小学校３年生のみなさん９３名と校外学習を行いました。 
当日は、雨が降ったり止んだりのあいにくの天気でしたが、児童たちは、雨にも負けず元気に「お願いします！」とはかせ達に挨拶

をしてくれました。 
 水辺プラザで水生生物の説明を受けた後、児童たちは、タモ網とコップを片手にみんな一斉に川の中へ入っていきます。班毎で

の調査でしたが、どの班も沢山の水生生物を採取していました。「何かいたよ～！」「これ何ていう生物ですか？」などと採取した生

物を嬉しそうに見せにきてくれました。今年初めての校外学習だった助手１号も、一緒に水生生物を探して児童たちの質問に一生

懸命答えていました。みんな笑顔いっぱいでした。 
 その後は、紫水館での防災学習、法体の滝を見学・・・は、残念ながら悪天候のため滝の上までは上れなかったので、最後に防

災ステーションで国土交通省の災害対策車両たちを見学し、実際に操作などを体験していただきました。児童たちみんな興奮ぎみ

で楽しい一日を過ごしてくれた様子です(*^_^*) 

児童たちが捕まえた水生生物の一部です！水

生生物調査とは、川の中に住む生物を調べ、

その調査によって水質が分かるというものです。 
右の写真の左上から、モズクガニ、ヘビトンボ、 
タニガワカゲロウ類、コオニヤンマ、カワニナ

類です！ 
この水生生物を捕まえたという調査結果によっ

て、子吉川の水は、「ややきれいな水」という事

が分かりました。これからもきれいな子吉川を

守っていきたいですね。 

【モズクガニ】 
【ヘビトンボ】 

【タニガワカゲロウ類】 【コオニヤンマ】 
【カワニナ類】 

法体の滝！！ 

水辺プラザにて水生生物の説明 
紫水館にて防災について説明 

水生生物の調査 

法体の滝にて川の温度調査 

紫水館にて川の温度調査 

災害対策車両の説明 

～照明車の操作体験～ 

対策本部車の体験 


